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2021年3月期
決算資料



auでんき純増件数：35,600件 (修正予想：34,000件)

21年3月期 サマリ

各事業

モバイル

FTTH

純増数 ：13,200契約 (修正予想：10,000契約）

純増回線数：6,700回線 (修正予想：6,100回線)

ライフデザイン

全ての事業で修正予想をクリア

1

業績 営業収益 ：741億円 (YoY +9.0％)

営業利益 ：144億円 (YoY +3.5％)

配当
一株当たりの期末配当金について普通配当80円と
30周年記念配当5円の合計85円へ上方修正

20期連続増配 配当性向41.7%を予定

9期連続増収増益（過去最高を更新）



［百万円］
20.3期
通期

21.3期
通期

増 減 増減率

営業収益 68,051 74,191 +6,140 +9.0%

営業利益 13,966 14,450 +483 +3.5%

経常利益 14,074 14,565 +491 +3.5%

当期純利益* 9,874 10,522 +648 +6.6%

EBITDA 20,709 21,685 +975 +4.7%

*親会社株主に帰属する当期純利益

連結損益概況
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19,883 23,428 

48,167 
50,762 

68,051 
74,191 

20.3期 上期 21.3期 上期

13,966 
14,450 

20.3期 上期 21.3期 上期

営業収益・営業利益の状況

［百万円］

電気通信

営業収益、営業利益ともに過去最高を更新

■営業収益 ■営業利益

+483

電気通信

附帯 附帯

+2,595

+3,545

+6,140

20.3期 通期 21.3期 通期 20.3期 通期 21.3期 通期
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電気通信
(海底ケーブル除く)

海底ケーブル
auでんき

20.3期
通期

21.3期
通期

顧客基盤拡大により電気通信事業収益が増加
新規事業のauでんき、海底ケーブルも売上に貢献し大幅増収

68,051

74,191

YoY+6,140

附帯
(auでんき除く)

+3,399
+1,023

+145+1,571

・契約数増加(モバイル)
・回線数増加(FTTH)

営業収益 増減要因

［百万円］

既存事業+1,717 新規事業+4,423

4



営業収益
(電気通信)

その他
コスト等

営業関連
コスト

20.3期
通期

21.3期
通期

営業関連コストや減価償却費等が増加したものの
顧客基盤拡大による電気通信事業収益の増により増益

13,966 14,450

YoY+483

営業収益
(附帯)

+4,193

+1,463

+3,545

+2,595

・auでんき売上の増

・契約数増加(モバイル)
・回線数増加(FTTH)
・海底ケーブル売上の増

営業利益 増減要因

［百万円］

・販売費用の増
・auでんき原価の増

・減価償却費の増
・施設保全費の増

営業収益+6,140 営業費用+5,657
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■営業利益■営業収益

13,966 
14,450 

20.３期 21.３期

68,051 

74,191 

20.３期 21.３期

［百万円］

+483

修正業績予想対比

営業収益は修正予想をクリア
営業利益は修正予想とほぼ同水準

+6,140

修正予想

73,000
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修正予想
14,500



［百万円］
20.3期
通期

21.3期
通期

増 減 増減率

フリーキャッシュフロー 3,056 5,960 +2,903 +95.0%

関係会社への
貸付増減額を除く 2,856 9,661 +6,805 -

北大東島基地局

その他業績概況

設備投資(竣工) 10,189 5,636 -4,553 -44.7%
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6,910 

10,189 

5,636

19.3期 20.3期 21.3期

5,269

設備投資(竣工)

［百万円］

YoY

-4,553百万円
（-44.7％）

20.3月期海底ケーブル竣工の反動減により
前期比で4,553百万円設備投資減
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モバイル
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総合ARPA(円) * 7,045 7,184 +139 +2.0%

au通信ARPA* 6,605 6,689 +84 +1.3%

付加価値ARPA* 440 495 +55 +12.5%

20.3期
通期

21.3期
通期

増 減 増減率

純増数 17,600 13,200 -4,400 -25.0%

総契約数 726,900 740,100 +13,200 +1.8%

携帯電話総販売数 228,200 231,100 +2,900 +1.3%

モバイル稼働概況・ＡＲＰＡ

*UQ mobile、povo、プリぺイドを除く

純増数は修正予想をクリア、ARPAは前期比増
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4,700 
3,800 

3,500 

5,600 

6,000 

3,200 

1,800 
2,400 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

20.3期 21.3期

全てのブランドで予想を上回る純増数を確保
修正予想比3,200増加の13,200で着地

■四半期推移

-3,200

YoY

(-57.1%)

モバイル純増数

修正予想

10,000 

3,200 

17,600 

13,200 

20.３期 21.３期20.3期 21.3期

【通期実績】

修正予想を
クリア
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修正予想



69.1%

70.1%

70.9%

72.1%

72.9%

73.8%

74.5%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

20.3期 21.3期

726,900 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

モバイル稼働数推移・auスマートフォン浸透率

モバイルの顧客基盤は順調に拡大
auスマートフォン浸透率は75.2％に到達

■モバイル累計稼働 ■auスマートフォン浸透率

20.3期 21.3期

+13,200

YoY

(+1.8%)

75.2%
740,100
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0.68%0.68%

0.50%
0.59%

0.49%
0.58%

0.59%

0.73%

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

*データ専用端末、タブレット、モジュールを除く

0.73%

20.3期

解約率推移

21.3期

各社による新料金プランの発表などにより市場の流動性が
上がり4Qの解約率は前年同期比で0.14P増加

(YoY +0.14Ｐ)
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0.61％ 0.60％



1.518

1.545

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

1人当たりのモバイルデバイス数・au通信ARPA

■1人当たりのモバイルデバイス数

20.3期 21.3期

6,650 
6,703 

20.3期 4Q 21.3期 4Q

■au通信ARPA

+53

+0.028
(+1.8%)

YoY

1人当たりのモバイルデバイス数の増により
au通信ARPAは前期比増
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［円］



FTTH
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20.3期
通期

21.3期
通期

増 減 増減率

純増回線数 7,500 6,700 -800 -10.7%

累計回線数 102,800 109,500 +6,700 +6.5%

FTTH回線概況・ARPU

ARPU（円）※ 5,067 5,101 +34 +0.7%

※auひかりちゅらARPU

純増回線数は6,700を確保 ARPUは前期比増
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2,400 2,400 

1,500 
1,300 

2,400 
2,200 

1,400 

600 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

20.3期 21.3期

純増回線数

【四半期推移】

YoY

4Qで計画を上回る純増回線数を確保
修正予想をクリア

【通期実績】

6,100 

7,500 

6,700 

20.3期 21.3期20.3期 21.3期

-700
(-53.8%)

修正予想を
クリア
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修正予想



J.D. POWER

18

auひかりちゅらが4年連続顧客満足度1位を受賞

2021年 J.D. パワー
“固定ブロードバンド顧客満足度No.１

＜沖縄エリア＞”

4年連続

受賞

出典：J.D. パワー2018-2021年固定ブロードバンド回線サービス顧客満足度調査。
2021年調査は固定インターネット回線を家庭で利用している沖縄エリアの550名からの回答による。同率一位。jdpower-japan.com



ライフデザイン
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6,300 

18,500 

28,100 

39,000 

47,200 

54,100 

3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

20.3期 21.3期

auでんき契約件数

【契約件数推移】

サービス開始当初の計画45,000を2年前倒して達成
純増件数は修正予想34,000をクリア

34,000 

18,500 

35,600 

20.3期 21.3期

【通期純増件数】

20.3期 21.3期

修正予想を
クリア
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修正予想



ESG・SDGsへの取組み
（環境・社会・企業統治）（持続可能な開発目標）
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新型コロナウイルスの影響により動物園の
入場者が減少している「沖縄こどもの国」に
100万円を寄付

コロナ禍でのサポート①

「沖縄こどもの国」へ寄付金を贈呈
「沖縄県立宮古病院」へ医療物資を寄贈
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■こどもの国へ寄付金贈呈

新型コロナウイルスの急拡大により医療
物資が不足した宮古病院に、医療物資
を寄贈

■宮古病院へ医療物資寄贈



コロナ禍でのサポート②

新型コロナウイルス禍で業務が減った企業の人材を、人材不足の企業が受け入れる取り組み
観光産業で働く人材の雇用を守り、コロナ収束後の観光需要回復に備える

沖縄セルラーグループで
雇用受入れ表明

新型コロナウイルス禍で需要が落ち込んだ観光産業で
働く人材の雇用を守るため県内の観光事業者と連携
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■JTB沖縄をはじめとする県内の観光事業者と連携



地元貢献の取り組み①

悪天候で定期船が欠航すると交通手段を失う竹富町で
ドローンによる物資輸送の実証実験に成功

24

①今回実証実験を行った航路 ②～⑤将来想定される航路

■竹富町とのドローン離島間長距離物流計画

日本初、強風雨天時の輸送に成功（区間約6.8km）
将来的には、町にある九つの有人離島をつなぐ輸送航路の確立を目指す

医薬品と生活必需品
2kgの輸送を成功

約6.8km



琉球大学、KDDIと包括連携協定締結
当社の通信技術を使い地域活性化に貢献！

■包括連携協定締結

地元貢献の取り組み②

教育、研究等の分野において相互に協力し、ICT等を活用した地域社会の持続的な発展と
人材育成および学術研究の振興を目指す
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流入出・滞在時間帯

琉球大学とのこれまでの主な連携実績

IoTとビッグデータを活用した観光動態調査

平安座島

伊計島

宮城島

浜比嘉島

海の駅
あやはし館

うるマルシェ
周辺

5.7%
4.0%

ビオスの丘

石川多目的
ドーム周辺

ココガーデン
リゾート沖縄

世界遺産
勝連城跡

津堅島

8.8%

5.7%

4.0%

4.0%

4.3%

3.7%

3.6%

3.4%

周遊状況

(n=1,248) 認知 興味

1 平安座島 53.1 61.2

2 浜比嘉島 57.1 73.6

3 宮城島 53.3 71.1

4 伊計島 70.1 71.6

5 津堅島 48.2 62.7

6 世界遺産 勝連城跡 65.3 73.6

7 海中道路(海の駅あやはし館） 73.0 84.0

8 うるマルシェ周辺 44.5 60.3

9 闘牛場 57.9 51.3

10 ココガーデンリゾート沖縄 52.3 66.5

11 ビオスの丘 61.0 70.0

12 美ら海水族館 97.6 88.1

13 首里城公園 97.0 78.2

14 国際通り 97.6 78.9

15 コンドイビーチ 56.0 73.6

16 サンセットビーチ 82.4 78.8

17 古宇利島 78.4 85.1

18 瀬長島・ウミカジテラス 67.6 75.6

19 斎場御嶽 68.8 70.4

20 琉球村 87.1 71.2

21 ナゴパイナップルパーク 82.9 65.1

平安座島

浜比嘉島

宮城島

伊計島

津堅島

世界遺産 勝連城跡

海中道路(海の駅あやはし館）

うるマルシェ周辺

闘牛場

ココガーデンリゾート沖縄

ビオスの丘

美ら海水族館

首里城公園

国際通り

コンドイビーチ

サンセットビーチ

古宇利島

瀬長島・ウミカジテラス

斎場御嶽
琉球村

ナゴパイナップルパーク

30%

50%

70%

90%

30% 50% 70% 90%

興

味

認知

平均：69.1%

平均：72.0%

横軸 認知：Q7～Q8 知っている計（「行ったことがある」+「知っているが、行ったことはない」+「聞いたことがあるが、詳しくは知らない」）

縦軸 興味：Q9～Q10 興味がある計（「とても興味がある」＋「やや興味がある」）

性・年齢層別の来訪状況

コロナ禍での留学生支援 医療費あと払いサービス
で琉球大学病院と連携



子供の貧困問題解消に向け支援
団体に寄付を実施
（5期目延べ47団体）

地元貢献の取り組み③

こども基金やケータイ奨学金を通じて
地元沖縄の子供たちを支援！
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■こども基金

進学のため島を離れる学生に
携帯電話サービスを3年間無償提供
（7期目約300名）

■離島ケータイ奨学金



健康経営優良法人2021 ホワイト500に3年連続認定
「おきなわ健康経営プラス１プロジェクト」始動！

企業ブランド向上への取り組み①

健康経営優良法人2021

~ホワイト500~

従業員の健康管理を経営的な視点
で考え、戦略的に取り組んでいる大規
模法人を認定する制度

自社の従業員だけではなく沖縄県民に対し健康
保持・増進に資する活動を１つ以上実施
県内優良企業7社が参画しプロジェクト始動！

3年
連続
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企業ブランド向上への取り組み②

28

■2月16日 両紙掲載

■2月17日 両紙掲載

■2月18日 両紙掲載
■2021年2月9日 沖縄タイムス・琉球新報掲載

創立30周年を記念してブランドメッセージを開発
新たなタグラインを掲げ継続的な挑戦と更なる地元貢献を目指す



その他のご報告
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企業価値向上への取り組み -自己株式の取得状況-

20億円の自己株式取得を完了
取得した自己株式はすべて消却

(償却前の発行済株式総数に対する割合 1.7%)

※取得期間：2020/5/18~2021/4/23

100％

■金額ベース 20億円/20億円

77％

■株数ベース 46万株/60万株
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5.8 

11.8 

22.6 

19年3月 20年3月 21年3月

総株主数

企業価値向上への取り組み -株主数の推移-

31

個人投資家向け
オンライン説明会

4,400名視聴！

主要経済誌4誌へ
記事広告を出稿

1.6万PV！

4倍

積極的なIR活動が奏功し株主数は大幅に増加

［千名］



77 82

80
82

5

4.4 5 7.5
15

45

60

70 72.5 75 76 77 78 81.5
88

96

105

117

130

145

162 164

02.3期 03.3期 04.3期 05.3期 06.3期 07.3期 08.3期 09.3期 10.3期 11.3期 12.3期 13.3期 14.3期 15.3期 16.3期 17.3期 18.3期 19.3期 20.3期 21.3期 22.3期

期末

中間

合計

※ 2004年11月、2005年9月に株式2分割を実施（配当据え置き）しております。

※ １株当たりの配当金は13年3月期の期末配当金を100として、これまでに実施した株式分割等に伴う希薄化を調整して表示しております。

(予)
※ 2012年10月１日を効力発生日として普通株式１株につき100株の割合で株式分割しております。

21.3期の期末配当を上方修正
普通配当80円および30周年記念配当5円の合計85円

20期連続増配

32

企業価値向上への取り組み -一株当たりの配当金の状況-

30周年記念配当



業績予想
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経営目標

増収

3増（サンゾウ）
経営
目標

・連続増配・増益

40％超
配当
性向

34

今年度以降も3増達成と配当性向40%超を目指す



連結損益（前期比較）

［百万円］
21.3期
通期

22.3期
通期

増 減

営業収益 74,191 75,200 +1,009

営業利益 14,450 14,500 +50

当期純利益* 10,522 10,150 -372

EBITDA 21,685 22,000 +315

35

* 親会社株主に帰属する当期純利益

旧基準

同一基準(旧基準)ベースで増収増益を予想
（22.3期より「収益認識に関する会計基準」を適用）

旧基準



連結損益（業績予想）

［百万円］
21.3期
通期

22.3期
通期

増 減

営業収益*1 74,191 70,000 -4,191

営業利益*1 14,450 14,250 -200

当期純利益*1,2 10,522 10,000 -522

EBITDA 21,685 21,750 +65

36

同一基準比較
では増収増益

*1 22.3期の金額は「収益認識に関する会計基準」（企業会計基第29号）適用後
*2 親会社株主に帰属する当期純利益

22.3期より「収益認識に関する会計基準」を適用
会計基準変更の影響を除いた実質的な増収増益を目指す

新基準旧基準



その他業績（業績予想）

［百万円］
21.3期
通期

22.3期
通期

増 減

フリーキャッシュフロー 5,960 4,400 -1,560

関係会社への
貸付増減額を除く 9,661 11,900 +2,239

設備投資 5,636 12,500 ＋6,864
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サービスデータ予想

21.3期
通期

22.3期
通期

増 減

純増数 13,200 8,000 -5,200
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モバイル

21.3期
通期

22.3期
通期

増 減

純増回線数 6,700 3,000 -3,700

FTTH

21.3期
通期

22.3期
通期

増 減

純増件数 35,600 20,000 -15,600

auでんき



77 82

80
82

5

4.4 5 7.5
15

45

60

70 72.5 75 76 77 78 81.5
88

96

105

117

130

145

162 164

02.3期 03.3期 04.3期 05.3期 06.3期 07.3期 08.3期 09.3期 10.3期 11.3期 12.3期 13.3期 14.3期 15.3期 16.3期 17.3期 18.3期 19.3期 20.3期 21.3期 22.3期

期末

中間

合計

※ 2004年11月、2005年9月に株式2分割を実施（配当据え置き）しております。

※ １株当たりの配当金は13年3月期の期末配当金を100として、これまでに実施した株式分割等に伴う希薄化を調整して表示しております。

(予)

※ 2012年10月１日を効力発生日として普通株式１株につき100株の割合で株式分割しております。

中間配当82円 期末配当82円の合計164円を予想

21期連続の増配を予定

21期連続増配(予)
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一株当たりの配当金の状況

30周年記念配当



(百万円） 16.3月期 17.3月期 18.3月期 19.3月期 20.3月期 21.3月期

営業収益 62,656 63,017 65,176 67,013 68,051 74,191

電気通信事業 43,456 43,924 45,177 46,357 48,167 50,762

附帯事業 19,200 19,092 19,999 20,656 19,883 23,428

営業利益 11,212 11,703 12,449 12,949 13,966 14,450

フリーキャッシュフロー 3,183 2,976 3,859 4,607 3,056 5,960

関係会社への貸付金増減額を除く 6,878 8,572 6,562 5,410 2,856 9,661

設備投資（竣工ベース） 7,833 6,882 6,392 6,910 10,189 5,636

有利子負債残高 743 459 481 302 420 308

(参考) 業績の推移
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●この配布資料に記載されている業績予想及び契約数予想等はいずれも、当社が現時点で入手可能な情報を基にした予想値であり、これらは経済環境、競争
状況、新サービスの成否などの不確実な要因の影響を受けます。従って、実際の業績及び契約数は、この配布資料に記載されている予想とは大きく異なる場合が
ありますことをご承知おきください。

●本資料の一切の権利は当社に属しており、方法・目的を問わず、無断で複製・転載を行わないようお願い申し上げます。

お問合わせ先
沖縄セルラー電話株式会社
経営管理部 IR・経営戦略グループ
ＴＥＬ：098-951-0639
E-mail：oct-ir@au-mobile.com
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